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【公開番号】特開2013-90854(P2013-90854A)
【公開日】平成25年5月16日(2013.5.16)
【年通号数】公開・登録公報2013-024
【出願番号】特願2011-235515(P2011-235515)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２０　

【手続補正書】
【提出日】平成27年3月24日(2015.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　変動表示を行い、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　前記有利状態に制御するか否かを決定する決定手段と、
　前記決定手段の決定結果に基づいて、導出表示演出を実行してから変動表示の表示結果
を導出表示させる導出表示演出実行手段と、
　前記決定手段の決定結果に基づいて、変動表示が開始されてから前記導出表示演出実行
手段により前記導出表示演出が実行されるまでに繰り返される変動表示において予告演出
を実行可能な予告演出実行手段と、を備え、
　変動表示は、特殊演出を実行して繰り返され、
　変動表示が開始されて前記導出表示演出実行手段により前記導出表示演出が実行される
までに、前記予告演出とは異なる特別予告演出を１回実行する特別予告演出実行手段をさ
らに備える
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明の遊技機は、変動表示を行い、遊技者にとって有利な
有利状態（例えば大当り遊技状態など）に制御可能な遊技機（例えばパチンコ遊技機１な
ど）であって、前記有利状態に制御するか否かを決定する決定手段（例えばＣＰＵ１０３
がステップＳ２３９の処理を実行する部分など）と、前記決定手段の決定結果に基づいて
、導出表示演出を実行してから変動表示の表示結果を導出表示させる導出表示演出実行手
段（例えば演出制御用ＣＰＵ１２０がステップＳ１６２の処理において、画像表示装置５
に飾り図柄を停止表示させる部分など。画像表示装置５において、飾り図柄をリーチ状態
としてから「リーチハズレ」または「大当り」の表示結果を導出表示させる部分。あるい
は、リーチ状態とせずに「非リーチハズレ」の表示結果を導出表示させる部分。飾り図柄
の変動のみならず、リーチ演出においてキャラクタ画像を表示させることなども含む。）
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と、前記決定手段の決定結果に基づいて、変動表示が開始されてから前記導出表示演出実
行手段により前記導出表示演出が実行されるまでに繰り返される変動表示において予告演
出を実行可能な予告演出実行手段（例えば演出制御用ＣＰＵ１２０がステップＳ７０１に
おける決定結果に基づいて、ステップＳ１６２の処理において、図４２（Ａ）～（Ｋ）、
図４３（Ａ）～（Ｊ）、図４４（Ａ）～（Ｌ）に示すように予告演出を繰り返し実行する
部分など）と、を備え、変動表示は、特殊演出を実行して繰り返され、変動表示が開始さ
れて前記導出表示演出実行手段により前記導出表示演出が実行されるまでに、前記予告演
出とは異なる特別予告演出を１回実行する特別予告演出実行手段（例えば演出制御用ＣＰ
Ｕ１２０がステップＳ７０２～Ｓ７０４における決定結果に基づいて、ステップＳ１６２
の処理において、図４２（Ｌ）、図４３（Ｋ）、（Ｌ）、図４４（Ｋ）に示すような特別
予告演出を実行する部分など）をさらに備えることを特徴とする。
　このような構成によれば、演出が煩わしくなることを防止して、興趣の低下を防止しつ
つ複数種類の演出を実行できる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　前記特別予告演出実行手段は、前記決定手段により前記有利状態に制御すると決定され
た場合のみに前記特別予告演出を実行する（例えば演出制御用ＣＰＵ１２０がステップＳ
８２３における決定結果に基づいて、ステップＳ１６２の処理において、大当り確定報知
演出を実行する）ようにしてもよい。
　このような構成によれば、有利状態に制御されることを報知する特別予告演出が繰り返
し実行されることにより演出が煩わしくなることを防止でき、興趣の低下を防止できる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　変動表示手段は、始動領域（例えば普通入賞球装置６Ａが形成する第１始動入賞口や普
通可変入賞球装置６Ｂが形成する第２始動入賞口など）を遊技媒体（例えば遊技球など）
が通過したことにより変動表示の実行条件が成立した後、変動表示の開始を許容する開始
条件の成立（例えばＣＰＵ１０３がステップＳ２３１にてＹｅｓと判定したことなど）に
基づいて、前記識別情報の変動表示を開始し、前記実行条件が成立したことに基づいて、
変動表示を行う権利を所定の上限数まで保留記憶する保留記憶手段（例えば第１特図保留
記憶部１５１Ａや第２特図保留記憶部１５１Ｂ、演出制御保留記憶部１９５など）と、前
記保留記憶手段に前記有利状態に制御する権利が記憶されているか否かを判定する判定手
段（例えば演出制御用ＣＰＵ１２０がステップＳ６２１～Ｓ６２３の処理を実行する部分
）と、をさらに備え、前記予告演出実行手段は、前記識別情報を変動表示が開始されてか
ら前記導出表示演出実行手段により前記導出表示演出が実行されるまでに、当該変動表示
に対する前記決定手段の決定結果に基づいて前記予告演出を実行し（例えば図４２（Ａ）
～（Ｋ）、図４３（Ａ）～（Ｊ）、図４４（Ａ）～（Ｌ）に示すように予告演出を繰り返
し実行し）、前記特別予告演出実行手段は、前記判定手段の判定結果に基づいて前記特別
予告演出を実行する（例えば演出制御用ＣＰＵ１２０がステップＳ６２４における決定結
果に基づいて、ステップＳ１６２の処理において、先読予告演出を実行する）ようにして
もよい。
　このような構成によれば、保留記憶手段に有利状態に制御する権利が記憶されているか
否かを予告する特別予告演出が繰り返し実行されることにより演出が煩わしくなることを
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防止でき、興趣の低下を防止できる。
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